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44 (44) 第 102巻第1号

























日 Koop皿間3，(12). p. 6&， f.n. 3 カγトロピァチの仕事が現われたのは1939年である。
2) 06日町印刷 06YCJIODJleHHbleOI¥fHKH 英訳では objectivelyconditioned ratingsまたは ob-
jcctivcly dctermined valuations 















最初に， もっとも普通に文献に登場する標準型の LPについて， 周知の，












x" …・ X..~ 0 σ・2)
の下で，目的関数




か九・・， Hπ) を得るとき，これと双対的 (dual) な，隅種の資源に対応する，





fX*j>O→ Cj-~ n*，aij=，O 
(司 4
lxち二O→ c，-:8πへaiJ三五O




























































Xl， Xn~主 o J (1・5)
いうまでもなく， 0・4)の，はじめの S個の式が最終財，次の l個が中間
財，最後の刑個が基本的生産要素にかんする制約式である句。
いま，各財の純産出量を y，(i=1， ー，N) とおけば，
Y戸;ヨ叩"は0，(i=1， ・.. N) (1.6) 
であるが，制約(I・ 4) (I・ 5)の範囲内で生産可能な，N個の財の純産出量
の束y=[y" . ー，YN)の，あらゆる可能な組合せは，N次元の財空間におけ
る点集合と考えることができ， これが， クー プ---.":/;7..のいう達成可能点集合
6) ことで「最終財」とは，その生産が目的とされるような財のことであって，最終需要に向けら
れるだけでなし工程に投入として投じられることも考えられている。 r中間財」とは. r最終
周」でも「基本的生産要素Jでもない財のことである。 Koopmans，(l1J. pp_ 35-41 
ヤ) 最終尉にかんする制約式の右辺には適当な立の数をおいてもよい。
49 (49) 分権管理と潜在価格








































Koopmans， (l1J. p. 79 
Koopmans， (11). p 叩
B) 
0) 
50 (50) 第 102巻第1号
(il) み>0 (i=1， s;すなわち最終財に対応する τについて)



















はかり，制約式(I・ 4) (I・ 5)の表現する生産可能領域について，クープ
マYスが7 グティピティ・アナリ Vスにおいて明らかにした「達成可能点J，
「有効点J， r有効価格」の諸概念をあとづけてきた。
LP壱定式化するためには， (I・4) (I・ 5)に加えて，目的関数を明示
的に導入すれば足りる o
10) Koopmans， (11). pp. 81-83 
11) Kuoplll込ロli，(11)， p.91 
分権管理と潜在価格 (51) 51 
さて，いまの場合のように複数の最終財壱想定しているときには，目的関数
の与え方には二通りありうる問。第ーは，最終財のウェイトもしくは相対価格。1， PS) を宣言しP これによる加重和 P'Yl+…・ー +psysの最大化を要
求するやりかたである。この場合，どのような財の束 (y" y.)が産出












ベクトノレ，，*が存在する。そして，目的関数として 1次式 PtYl十・ ，+psYs壱
用いてfを選び出した場合， ，，*の，最終財に対応する成分n*，;(i=l，・…・ ，S)lり
は，予じめ与えたかに等しし、問。また，カ Y トロピッチ式に，ベグトノレ [kl)
， ksJの最大化によってy*を選び出したのであれば，Ck" k，Jと
〔π九 ー ，n*sJ とが一致するという保証はないが， ，，*がfに応じて，した
がって目的関数の与え方に依存して定まるこ Eは 1次関数の最大化による場
合と同じである。ヵ yトロピッチが各財の「客観的に条件づけちれた評価」と
12) Koopman民 (12)，p. 100 
13) ζれは gキ点の最軒財空間におりる投影であるロ
14) これがつくるベクトルを図では.*，で表わしている。
15) Koopmams， (11). p. 86厳密にいえば，Yi>Oのとき減=π*i.Y*i=O のとき Pi~rr* f. であ
る。なお本稿を通じて記号を統一する必要上，記号タと πの意味は，タ プマンスと逆になって
沿、る。




























16) Koopmans. (11). pp_ 93-95 
分権管理と潜在価格 (53) 53 
ノレによって自己の単位の操業水準刊を決定すべきものとする。
N 


















































17) サミョエルソソは1949年に，標準型LPについてp グー プマνス流の分権問システムを考え.
動学式E涯について端緒的な考察を行。た。そのさいz かれは，もっとも単純なノレ}ルではi 無限
r振動が続き，収束が起らない〈二とを指摘した。アロ と〈 ヴィァツの研究は，直接には，こ
れを継承したものである。 Samuelson.(16). pp担6-438.469-471; AIrow and HurwicZ，[l)， 
pp. 42-4，1 
18) KantQrovich， (lOJ. pp. 8-9 (邦訳， 24-25ベジ)， pp. 50-51 (邦訳， 72ベー ジ)結論14，
pp. 274-275 (邦訳， 306ベージう定理3，その他。



























19) Ka叫 orovich.(10J， pp 同一回(邦訳 79-81ベジ〕。













g，(y"， Yγ8' hrb hrm) =0， (γ=1，ー ，k) (Il・1)

























百一=Ai. ぴ=1. s) (Il・6)ay， 
同友， (i=1， S; r=l. k) (II.7) 





，¥ 主旦 金旦 (II .9) T.=ー奇-;:;--8YIII 
が出るが，これは2生産物聞の限界転形率が2企業閣でひとしく，かつラグラ
Y ジュ乗数の比にひとしいととにほかならない。資源についても同様の関係が






さらに， 企業の生産関数(l.・1)がし、わゆる wcll-behavcd の性質をみた
58 (58) 第102巻第1号














業闘で移転可能な「資源J (r田 ources) と， 各企業に固着した「設備能力」











21) Gale， (8). pp. 85-93 




B1'Xr三b" (γ=1， • ー，k) (II .10) 
で表わされる。ただしここで符号について，B，γ言。，b，孟O と約束しておく。
他ノ白 '/λテムにとって利用可能量の制約のある資源を制。種考え，その上







庶において標準型LPと同じであり， 第 Y企業の第 z工程1単位当り収益 cr
を与件として，第タ企業の各工程に対するこの係数がつくる (1x叫)ベグトル
(c¥， C~T) を cJ と書く。





いま r資源Jの価格，，=c町， 日・， π正が競争メカユズムによって決る
と考える。個々の企業は，そのときEきの πを与件として，収益から資源投入
費用を差引いて計算される企業にとっtの利潤 Cc/ー π'Ar)Xγ を最大化する
よう， 企業にとっての制約 Cl・10)の下で行動する。 kj固の小LPが解かれ
るわけである o しかし，こうして決る h個の企業の操業水準ベクトノレの組合せ
x" ー，x，が->'ステムの資源制約 Cl・11) をみたすとほかぎらない。そ
こで資源パヲ Yスをみたす方向k:nの各成分の値が動き，これにつれて x，も変






(1) もしベグトノレの組 (Xl' ・ ー，Xk，π)が競争均衡をなしているならば，
それは同時にγ月テムの最適をなしている c
(2) もし γステムの総収益 Ljc.'x.が上に有界ならば， γステムにとっての














































23) 浅沼， (2) 
24) Malinvaud， (15) 
25) Dantzig and Wolfe. (5) 
62 (62) 第 102巻構1号
そのため最適への到達がし、ちじるしく速められる。























26) この事実は B皿 moland Fabian， (4)によヮて認識された。しかしかれらは，これが，ダ
ノーレの分析に問題をなげかけるものであることを指摘していない。
27) MaHnvaud， (15)， pp. 197-20-1 
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